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1) 例えば青木茂男『企業の予算制度.!I1977:年， 5ベージ，樟幽直弱『管理会計論J1977年， 125 
ベータを書用ゆ




















全製造業 19tU今O三) 512，254 9，817，435 5，308，406 13，日04，400 2，543，084 
1890 355，414 6，525，156 4，251，613 9，372，437 1，584，276 
伸長率 (1.4) (1.5) (1.2) (1.4) (1.6) 
鉄鋼・鉄鋼関連品 1900 13，896 1，528，979 733，968 1，793，491 409，800 
1890 11，169 997，872 531，823 1，144，口57
仲長率 (1.2) (1.5) (1.4) (1.6) 
金銭登録機 1900 13 5，138 2，015 5，595 475 
1890 5 292 6日7 1，282 63 
伸長率 (2.6) (17.6) (2.9) (4.4) (7.5) 
(出所 C田 sus(12th) of United States: 1900より作成〉
3) 例えば白髭武『マ ケテイング笹理論j1田6年. 41-52ベーフ参照。他に労務管理などの領焼
で，若干の論究カ勾字在するが，包括的な研究はされていない。










合衆国〔全構体成比) 13 5 15，137，965 4(7150，010〉1 55(9140，050口〉D 2，015 607 (%) く100.0) (100.0) 
マサチューセヅツリ十| 4 1 40(303286 〉 1(2.1327 〕 41L，071) 8 11 594 
(U.5) 
オハイ オ州 5 14，92(29，586〉0 42〈89，0562〕8 5，414，6781〕1 (L95921〉9 638 (9 
〈デイトン市〕 3 14，14(38，0663) 0 31〈65，6245〉1 4，927，82. 61 1，643 672 
(88.1) (81.5) 
(そ叩他の都市〉 21- 7(91，5223) 0 11〔32，391〕7 487(，845乃0 276 457 
(13.7) 
その他白全州 4 3 174〔，374〕9 35(7，405〕6 138(2，O75〉1 85 53U 
(4.2) 








4) “An :Unique Manufac如ringEs包blishment，"A問 ericanMachinist， Vol X又Mar.25.
1897， p.226. 










それを検討する前に，まずレ y スタ の発明から NCRの設立に至る金銭登録
機産業の前史を簡単に見ておきたい。
金銭登録機産業の端緒は1878年にある。オハイオ州デイトンのカフ=盾主ジ











5) 合衆国における企芽強さ中の歴史については， R. L. Nelson， Merger Movement in Ame斤can'
Industry 1895-1956， 1959参風
6) A. D. Chandler， }r_. The Visihle Hand， 1978， p.299 
7) 1911年に NCRはジャー マシ反トラスト法の容疑で告発されたが，公判で政府側の論告は，
「全金銭登録機事業0)95拍を NCRが支配しfている」と主張した(1.F. Marcosson， Wher即"
Men Trade， 1945， p. l03.)o 























8¥ Ib低 Ipp. 11-21:1 
9) Ih試.pp. 31-32. rバタユンは材料やI主主にほとんど関心を持たず生産申低落や障害のある
時のみ[工場の〕細目を知ろうとした.J(5.C目前her，John H Patterson， 19~3， p. 176.)。
10) 注7)と町で示した著作である。
11) 中野安「マー ケティングの生成過程」森下不二也編『マー ケテイング経首論.n1973年， 9へー
シ。






















れ ぞれ肱現金保全のために内部牽制制度 (systemof inter加 1check)とともに金銭登鋸機が
導入され，商官設備の不可欠な要素として一般に認識されていた(H.C. Greer， C九割n品切マ
A白血相#n品 1921，p. 19; L. D. Oichsee and H. E. Brain Offia 0唱 unizationanrZ 
Managernent， 1922， p.39')0 
13) Marc叩son，op. cit.， p.33 
14) Crowther， 0_ρ ロt.，.pp.87-89.
15) チャ不ル政策として「実際上多くの製造業者が自らの『所有JI (0'"叩 ership)による霊直的統
合よりも『契約.!l(contract)による『準垂直的統合JI(quasi-vertical integratlon)の方法に依
拠したのも，流通段階を自ら担当することの諸圏難を回避しながらなおかつ垂直的統合と同ーの
効果をあげるためであった.J(風巨勉『マ ケテイング チャネル行動章者.B1968年.64ペー ジJ
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にそれらを次々に連続して郵送する直接広告を考案した。広告の内容は， レジ



















され， 89年には新たに広告部長 (adverti田 ngmanager)が任命された山。
〔販売技術の開発〕
16) 1白d.，pp.9口一.94こり措置は後に，レジy、ター の利用状況をチェックするサー ピメ活動の「探
値制度J(Dekctivt: Syste皿〉としτ制度化された.
17) Ib収え p.95 
18) Mar回関叩，ot. cit.， pp. 40-4. iNCRは売薬莱 (thepatent medicine)をと酷い亡，広告
〔部門]を経営に統合した最初の企業であったoJ(Crowth町 '.ot ロt.，p. 121.) NCR <J)社誌発
行の先駆性については NationalIndustrial Conference Board， Eηzployee Magazines出
the Uπited身ates，1925， pp. 1-4参照.
40 (152) 第 128巻第3・4号
NCRは1886年に 5名の代理人をデイトジに招集してレジスタ の価格問題
を討議するとともに，販売経験を交流した。それは以後毎年開催される販売会
議 (salesconference)に発展じた。また翌年にはセールスマン J.H クレイン






























る。(出所 Crowther， ot. citの
本文中より作成〉
19) Crowther， ot. cit.， pp. 104-106;恥iaro四国's， op. cit.， pp. 34-36 
20) Crowther， op口't.，PfI. 138-140. 
21) Ib剖， pp. 147-14K 
22) NCRの93年恐慌の克服を，個別企業レグェルの対応策に全て還元するとと仕できない。なノ

























23) L. K. John日n，Sa[es and Marketing Manage加の叫 1954，p. 11. 
24) Crowther，噌'.cit.， pp. 15ι156; M町田sson，噌.cit. pp. 11←15. 
25) Crowther， op. cit.， p. 153 
26) あid.，p， 157; Mar∞sson， o.ρcit.， pp. 116-117 
27) Crowther， op. cit.， p.162. Cf. 1 明日ightand C. E. London， Reading i1l Ma叫?eting
Princij;曲ι1926，p. 619. 


























28) CTowther， ot.臼 :t.，pp. 97-99 
29) Ibid.， p. 179 
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30) lbuιpp. 180-18fi 
31) S. C. AUyn. Aゐ HalfCentu門，with NCR， 1967， pp. 57-58 
32) Crowther， Qt. cit.， pp. 171-172. r;経嘗の成訪のためには顧客のすべての要求を知るだけでな
(，翌年や翌々 年に必要とするものについて事前に準備しておく ζと.(要するに〕我々 (NCR)
は〔市場の要求より〕少し前進する政策を採用してきた。というのはレジスター は常に市場を作
り出さねばならなし、から。J(lbUl.， p. 174.) 
33) 例えば電動式νジスター を発明したケタリング (C.F. Kettering) (1'同1年入社， 後に GM
の研究開発部長〉のような逸材が存在したにも拘らず， NCRでは販売技術の開発ほどには評価
されなかった(品低.p.177;M町田§回n，ゅ cit.，pp. 6ι.70.)， 
























351 Ib低， pp. 96-101 
36) マー ケティ γグ理論¢発展については.橋本勲「企業マー ケティング論の発塵J W経済論叢』
第17:巻第3号.197&年3月を審照
37) 例えば D.Nelson，且，fanagersand Workers， 1975;泉卓ニ『アメリカ労務管理史論11978 
年を審照.






















38) Crowther， opロt.p. 196-197; D. Nelson，“The New Factory System and the 
Union，" L品 QrHisto巾"Vol. 15， No. 2， Spr. 1974， p.166. 
39) CroViパher，op. cit.， pp. 192-194 
40) 当時の厚生活動くwelfarework】は今同町福fUI享生に比較しτ，かなり広範囲の内容を包括
していた回この点については，森五郎「福利厚生」藻別重盗編『労務管理~ 19団年を参照し l 
41) Crowther. op. cit.， p. 197-200労働時間の短縮は男子労情緒の場合， 189ι9&年7月まで10ト
時間， 9&年末まで9%時間， 97年以降9)>時間〈“AStatement by the National Cash Register 
Com戸nyto its Employees and to the Public，" Amen"can Machinist， Vol. XXIV， June'， 
27， 1901， p. 72.~-725.). 























42) P. Monroe，“p，出ibilitiesof the Present Industrial System，" A問。icanJournal 0./ 
」京町iology，Vul. II. May 1898， pp. 742-747; Crowther， op. cit.， pp. 200-204 
43) Mar，α国 n，op. cit.， pp. 237:-242. Cf. C. E. Right町 ，City Manager師 Dal芯on，1919 
44) パタスンは，[厚生活動の結果]，弾働事動は同規親企業と比較して些細なもので，不注意な仕
事は極めてまれになっているJと反論した (Crowther.暗 cit.，p. 206λ 
45) Cf. G. S. Watkins. An Introductωn tQ the Study of Labor Problem， 1922， p.251; J 
D. Hackett. Labor Management. 1929， pp. 295-305 
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的な政策といえる"，。




















46) NCRの厚生活動の実践は， 20世紀初頭には広〈紹介され，普及した。 Cf.E. L. Shuey， 
Factory People and Their E:刑:ploy町 "5，1900; BuugeLt Meakin， Model Fac.却問町 a1ld
Vzllag四.1905; L. K. Frankel釘'ldA. Fleisher， The Human Fa品目 inIndust1ッ， 1920， 
D. Bloomfield， Labor Maint朗 ance，1~2 リ
47) Crowther， 0;ρーロム p.40; M町田S田町 op口Z・， p. 224 
48) r科学的管理」に関する最初の体系的論文であるテイラー CF.W. Taylor)の「工場管理」
〈“ShopManagement")が公聾されるのは.周知のように1903年である.
49) ‘An Unique Manufacturing...，" p. 252; Monroe， op. cit.， p.741 
印) Nelson，“New Factory System，" p. 1団
48 (160) 第 128巻第3・4号
ら権限委譲の原則に基づいて，細目の管理はできるだけ下部に委譲する方向で




















51) Crowther，op. cit.， p.247 
52) lb低， p. 191. 
53) lbid.， p.253. 
54) 8名の全役員で構成され全般的管理を担当する経営執行委員会 (executive四 mmittee)の下
に，製造部門では5名の専門家によるI湯委員会 (factory四 mmit随時が工湯の管理を担当し，
更に工場内の各課甚に小委員会が組曲きれている CMo目。e.oρ叫.pp. 734-735')0 
55) 1る剖， p. 738; Crowther， op. cit. p. 246 
56) “An Unique Manufacturing，.，" p. 228. 





















動が労働者に経営参加意識を付与し， 労働者の不平(巨rievance) によるλ ト
57) 1ηd.， p.229; Crowther， op. cit.， PP. 252-259; Mar∞sson， op. cit.， pp. 245-247.表彰会
の状況と受賞した提案の具体的両容については.“Prizesfor Suggestlons in M:四ufacture:~
A畑町-icanMachinist， VoL XXII， Apr. 13， 1899， pp. 313-315を見よ.同記事によると
NCRの提案t跳聖は EastmanKodak coに轟入された。
58) モニター ボ ドの評価項目は，弾働者の能力，作業の質，迅主性などである。この制度は「劫
稚園の気味が少しあるように見えるが， 鋭い鏡争を起こL.. ー 製造活動上意義が大きいJ
(“An Unique M:四吋acturing，"p. 230.) 
59) Nel回n，“NewFactory System." pp. 168-170. 
tiO) JbiLl.， p. 170 






由とする真鋳鋳造課組合員 4名目解雇を契機に. 4月29日に鋳型工 (molder)
が 5月3日には研磨工 (metalpelisher)がストライキに入った。同日 NCR
は全労働者2，300名のロックアウトで対抗 5月中旬には機械工組合 (the












61) “A Statement by the National..，" pp. 723-724 
62) Ne.}，日.n“NewFactory System~" pp. 171-175. NCRの争議は1901年目全国的な労資内攻
防の一環を構成していた， CLL.L.lβrwin;The A前町宮anFederation of Labοr， 1933， 
p. 77; S. Pcrlmon， Histoη of Labor in the United States? 1896-1932 CVoL IV， Labor 
且do，ωηent)，1935， pp. 129-132; Ph. Taft， Organized Labor in A四 ericanHistorツョ 1964，
pp. 189-191. 
63) Cf. F. W. Taylor，“Shop Management，" ASME Tra出 oct帥 l，Vol. 24， 1903， p.1454; 
F. A. Hal田Y.“TheNational Cash Regist町Company'sExperiment，" AmerICaη 
Machu出t，Vol. XXIV， ]un. 20， 1901， pp. 688-689; F.]. Miller.“The-National Cash 
Regist町 Company'sExperim釘u，'・ A明 enιan1>血chiηist，Vol. XXIV， Jun. 27， 1901， pp. 
701-702 
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64) Nelson，“New Factory System，" p. 176 
65) 労務部確立後も35の組合が存在したが，多〈の労働問題民組合に持ち込まれる前に労務部に
よって解決されたという CC.U. Carpenter，“The Working吋 aLabor Department in 
Industrial Establishm田 t，"Engineering Magazine， Vol. XXV， No. 1， Apr. 1903， p.9.)g 
















長 (salesmanagers)のMが NCRによっτ宮嶋較され， 解雇された人々 Cあった.J(Allyn， 
op. cit.， p.26.) 
